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   A clinical study was made on 26 patients with renal cell carcinoma, who visited our 
department between October, 1979 and April, 1984. There were 21 men and 5 women. As the 
major initial symptoms, hematuria and flank pain were observed in 14 cases (53.3 %), 
followed by symptoms of metastatic tumors in 7 cases (26.9%).Four cases of malignant 
renal masses which showed no abnormality on the excretory urogram were diagnosed by 
chance at the time of examination of the abdominal computed tomography (CT). CT was 
especially useful in diagnosing the renal cell carcinomas.































検査成績1尿 所見;淡 黄 色,pH6蛋 白(一),糖
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(一),尿沈 渣に 赤 血 球,白 血 球 を認 めず.検 血 一般;
白血 球 数8,loO/mm3,赤血 球 数467×10"/mm3,血色












レソ トゲ ン検 査:腹 部 大動 脈 造 影 で は,右 腎上 極 の
外 側 に 腫 瘤 陰影 を認=めた(Fig.2).経静 脈 性 腎 孟 造
影 だ け で は確 固 た る異 常 所 見 と して認 め 難 い と思 われ
た(Fig,3)
病 理 組 織 学 的 所 見:摘 出腎 重 量 は500gで 腫 瘍 は
6x6×6.5cm大で,肉 眼 的 には 被 膜 を 破 って い なか
った.組 織 学 的 に はclearcelltype,darkcelltype










Fig.1.症例1の 腹 部CT像.右 腎外 側 に 円形





























白血 球 数5,900/mm3,赤 血 球 数482×104/mm3,血 色
素 量14,lg/d1,ヘ マ ト ク リ ッ ト42.4%,血 小 板 数







5,'mg/dl,アミ ラ ー ゼ146s.u.,PsP;25.4%(15分),
42.5%(30分),62.8%(60分),86.3%(120分),空
腹 時 血 糖79mg/d1
レ ン トゲ ン検 査:腹 部 大 動 脈 造 影 で は,左 腎 上 極 に
腫 瘤 陰 影 を 認 め た(Fig.5).経 静 脈 性 腎 孟 造 影 で






Fig.6.症例2の 経 静 脈 性 腎 孟 造影 像.両 側 の 上
部 尿路 は ほ ぼ正 常 で あ る.左 腎 のneph-
rogramが上方 に 突 出 して い る.
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病 理 組 織 学 的 所 見:摘 出 腎 重量 は470gで 腫 瘍 は
4x3×2cm大,肉 眼 的 に は 被膜 を破 って い な か った .
分 葉構 造 を成 し,灰 黄 色緻 密 で部 分 的 に 出血 や 壊 死 を
伴 って い た.組 織 学 的 に はclearcelltypeのadeno-
carcinomaで顕 微 鏡 的 に も 被 膜 を 破 っ て お ら ず,
T2NxMo,stagelと考 え られ た.
症 例3:75歳,女 性
初 診:1984年1月26日
主 訴=胆 嚢 炎 の精 査 希 望
家族 歴:特 記 す べ き こ とな し
既 往 歴=75歳 糖 尿病 を指 摘 され る.
現病 歴:1984年1月10日心 窩部 痛 の た め 本 学 の 内科
へ入 院 と な った.胆 嚢炎 の診 断 に て 治 療 を うけ た 、精
査 目的 で施 行 した 腹 部CTに て偶 然,右 腎 に腫 瘤 陰 影
を 発見 され た(Fig.7).
現 症:身 長137cm,体 重45kg,栄 養 中等 度,肝,
脾,腎 を触 知 しな い.血 圧140/70mmHg,脈拍74/
分,整.
検 査 成 績:尿 所 見;淡 黄 色,pH6,蛋 白(一),糖
(±),ケ トン体(一),尿 沈 渣 に赤 血 球,白 血球 を 認
め ず.検 血 一般;白 血 球 数4,800/mm3,赤血 球 数43
9×lo4/mm3,血色 素 量12.8g/dl,ヘマ トリッ ト37.8














にわ ず か にncphrogramの突 出 が認 め られ た(rsg.
8).経静 脈 性 腎 孟造 影 で は,右 腎 門 部 お よ び 下 極 の
pyelogramの圧 排 所 見 を認 め た(Fig.9)■
病 理 組 織 学 的 所 見!摘 出 腎重 量 は1509で 腫 瘍 は
3×2.5×3cm大,肉 眼 的 に は 被 膜 を破 ってお らず,
腎孟 へ の浸 潤 もな く腎実 質 に 限 極 して い た.組 織 学 的
にはclearcelltypeのadenocarcinomaで腫 瘍 間
質 の一 部 に は 石 灰 沈 着 を認 め た.被 膜 へ の 浸潤 は な く
血 管 へ の 塞 栓 も 認 め ら れ な か っ た.TINxMoの
stage1と考 え られ た.
症 例4:39歳,男 性
初 診:1984年1月26日
主 訴=慢 性 腎不 全 のfollowup
家 族 歴=特 記す べ き こ とな し
既 往 歴:26歳,慢 性 腎 炎 を 指摘 され る











Fig.9.症例3の 経 静 脈 性 腎 孟 造影 像.右 腎 の 下
極,内 側 よ りpyelogramの圧 排所 見 が
認 め られ る.
現 病 歴:26歳 よ り慢 性 腎 炎 のた め,内 科 へ 通 院 加療
中 で あ った,36歳 時 よ り慢性 腎不 全 のた め,血 液 透析
を 開 始 した,1984年1月 に施 行 した 腹 部CTに て 偶
然,右 腎 実 質 内 の低 吸 収域 を発 見 され た(Fig.10).
現 症:身 長172cm,体 重55kg,栄養 中 等 度,肝,
脾,腎 を触 知 しな い.血 圧120/68mmHg,脈拍60/
分,整.
検 査 成 績:尿 所 見;淡 黄 色,pH6,蛋 白(十),糖
(一),尿沈 渣RBco～1/HPF,wBc7～8/HPF,
検血 一般;(透 析 前)白 血 球 数3,400/mm3,赤血球 数
287xlO4/mm3,血色 素 量9.6g/dl,ヘマ トク リッ ト
27.9%,血小 板 数11.2×101/mm3,赤沈;52mm/h,








レ ン トゲ ン検査1腹 部 大 動 脈 造 影 で は,萎 縮 した 右
腎 のnephrogram内に直 径 約3.5cmの 円形 の 腫 瘤 陰


















古 田 ・ほ か:腎 細 胞 癌 ・CT
病理 組 織 学 的 所 見:摘 出 腎 重 量 は609と 萎 縮 して
いた.腎 実質 内 に3×3×3cm大 の腫 瘍 を認 め た.腎
実 質は 著 名 に 菲薄 化 して い た が 被 膜 や 腎孟 内へ の浸 潤
は認め られ なか った.組 織 学 的 に はclearcelltype
のadenocarcinomaが主 体 で 一 部 にdarkcell
tyepの像 を伴 っ て いた.中 心 部 は 出血 壊 死 に 陥 り小
円形 細 胞 の 浸潤 を と もな って い た、 糸 球 体 は 大 部 分 が
硝 子化 して いた,小 動 脈 の 内 膜 肥厚 が著 名 で あ るが 腫
瘍 な どは 認 め ら れ な か った.TINxMoのstagel
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